
ＮＯ．１８１

１５20１２. １.

発行発行発行発行

国土交通省管理職

ユニオン

所在地所在地所在地所在地

東京都千代田区霞ヶ

関 中央合同庁2-1-2

舎２号館

03-3509-1138TEL
ﾒｰﾙﾒｰﾙﾒｰﾙﾒｰﾙE

k-union@alpha.ocn.
ne.jp
ホームページホームページホームページホームページ

http://www7.ocn.
ne.jp/~k-union

み

ん

な

で

力

を

合

わ

せ

、

明

る

い

未

来

を

切

り

開

こ

う

組合員のみなさま

管理職員のみなさま

職場に働くすべての仲間のみなさま

新年明けましておめでとうございます。

年末からお正月にかけては比較的に穏やかな日々で、

ゆっくりした新年を迎えられたことではないでしょうか。

さて昨年を思い返せば、３月の東日本大震災と福島原発の事故では未曾有の犠

牲者と被害が発生し、その後７月の新潟・福島豪雨と９月の台風１２号・１５号

でも日本各地に甚大な被害が発生しましたが、私たち地方整備局の組織が救援や

復旧で大きな力と役割を発揮した１年でした。

そういった中でも、国の出先機関の原則廃止・地方への移譲の動きは着実に進

められつつあり、２０１４年度中の移管開始を目指して今年の通常国会に法案が

提出予定されているなど、いよいよ正念場を迎えようとしています。

一方では、民主党政権となって３人目の総理の野田首相は、年頭の記者会見で

「消費税増税に関する与野党協議を呼びかける」考えを示すなど、内閣発足時に

、「 」 、掲げた消費税の増税推進姿勢を改めて鮮明にし 震災の復旧・復興 を口実に

国民にさらなる負担を押し付けようとしています。その露払いの役割として公務

員給与の削減を行おうとしていることは明白であるにも関わらず、１月末頃召集

予定の通常国会の冒頭での処理を画策するなど予断を許さない状況となっていま

す。

国交管ユニオンは１９９８年に結成してから今年で１４年目を迎えます。結成

時は２６２名だった組合員は６００名近い組織となり、無権利状態で当局に意見

さえ言うことができなかった管理職員の権利と利益をまもり発展させる役割を十

二分に果たしてきました。

出先機関の廃止と権限の移譲に向けての流れは確実に動いていますが、私たち

は国土の保全や国民の安全と安心をまもるのは国の責務だと考え、一昨年来から

地方議会への請願行動などを行い、市町村の基礎自治体から多くの賛同の声を頂

くなど 応援団の輪”が着実に広がってきています。“

今年は解散・総選挙が行われる可能性のある年でもあり、さらに幅広くより多

くの地方議会へ私たちの声を届けることが出来れば、 応援団の輪 もっと広げ“ ”を

ることは可能な状況と言えます。

これらのユニオン運動に対し、皆さま方のさらなるご理解とご協力を頂くこと

により、管理職員の悩みや要求を解決できる力も倍増することとなり、その力を

糧に何としても拙速な地方移管論議に歯止めをかけ、組織と処遇も前進させる１

年とすることを決意し、２０１２年の年頭にあたってのごあいさつとさせていた

だきます。

国土交通省管理職ユニオン 中央執行委員長 岡村昌美

（ ）神奈川二宮町吾妻山公園・菜の花と富士山 坂内撮影
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、
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ろ

、
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と

の
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ぼ
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０

０
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で

あ
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し
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定

年

後

の
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し

方

に

思

い
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う

年
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し

で

す

。

な

ど
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言

い

つ

つ

、

還

暦

だ

か

ら
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い

も
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を

着

な

け

れ

ば

と

、

ユ

ニ

ク

ロ

で

赤

い

シ

ャ

ツ

を

買

っ

て

も

ら

っ

た

り

す

る

と

こ

ろ

が

、

多

少

の

お

め

で

た

い

気

分

で

す

。

こ

の

歳

ま

で

生

き

て

こ

れ

て

、

ま

あ

良

か

っ

た

の

か

な

、

と

。

と

い

う

こ

と

で

、

こ

の

大

き

な

節

目

を

ソ

フ

ト

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

で

迎

え

ら

れ

る

よ

う

に

準

備

の

一

年

に

な

る

は

ず

で

す

。

再

任

用

さ

れ

る

の

が

一

番

楽

そ

う

で

は

あ

る

の

で

す

が

、

楽

を

キ

ー

ワ

ー

ド

に

身

を

処

す

こ

と

が

果

た

し

て

良

い

こ

と

な

の

か

と

、

そ

こ

が

惑

い

ど

こ

ろ

と

い

う

わ

け

で

す

。

と

も

あ

れ

、

現

時

点

で

の

健

康

状

態

を

な

る

べ

く

長

く

保

ち

た

い

と

い

う

希

望

と

、

思

い

返

し

て

み

れ

ば

い

く

つ

か

あ

る

趣

味

を

ほ

ど

ほ

ど

に

楽

し

み

つ

つ

、

仕

事

で

は

、

も

う

一

度

必

ず

経

験

す

る

と

思

わ

れ

る

会

計

検

査

で

の

無

事

を

祈

り

、

そ

し

、

、

て

ソ

フ

ト

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

と

こ

れ

を

私

の

年

頭

の

抱

負

と

い

た

し

ま

す

。

四

国

土

佐

国

道大

野

八

郎

昭

和

２

７

年

４

月

の

辰

年

生

ま

れ

で

、

国

土

交

通

省

最

後

の

ご

奉

公

の

年

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

ま

さ

か

、

５

９

才

に

な

っ

て

（

）

、

管

理

職

昇

任

出

張

所

長

し

管

理

職

ユ

ニ

オ

ン

に

加

入

す

る

羽

目

に

な

る

と

は

思

っ

て

も

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

年

男

の

抱

負

を

書

け

と

の

こ

と

で

す

が

、

厳

し

い

世

情

の

中

、

、

で

は

管

理

職

の

み

で

は

な

く

職

員

全

体

が

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

上

が

ら

な

い

こ

と

こ

の

上

な

い

中

で

、

昨

年

の

「

な

で

し

こ

ジ

ャ

パ

ン

（

ホ

ン

ト

に

感

動

」

し

ま

し

た

。

で

も

ワ

ン

バ

ッ

ク

選

手

は

凄

か

っ

た

で

す

ね

）

に

あ

や

か

り

、

雌

伏

の

時

を

乗

り

越

え

要

求

が

前

進

出

来

る

よ

う

に

、

猫

の

手

な

ら

ぬ

、

辰

の

爪

で

行

動

す

る

皆

さ

ん

に

ぶ

ら

下

が

り

な

が

ら

、

微

力

で

は

あ

り

ま

す

が

頑

張

っ

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

東

北

青

森

河

川

国

道

一

戸

寿

文

５

回

目

の

干

支

を

迎

え

る

こ

と

と

な

り

退

職

を

意

識

し

な

い

訳

に

は

い

か

な

い

年

と

な

り

ま

し

た

。

こ

れ

ま

で

、

洪

水

・

地

震

に

よ

る

堤

防

決

壊

・

ダ

ム

施

設

災

害

な

ど

に

直

面

し

て

来

ま

し

た

が

、

昨

年

３

月

１

１

日

発

生

の

東

日

本

大

震

災

に

よ

る

北

上

川

河

口

部

の

津

波

災

害

は

、

悪

夢

を

見

て

い

る

よ

う

な

想

像

を

絶

す

る

出

来

事

で

し

た

。

災

害

時

に

お

け

る

緊

急

対
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は

、

全
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援
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が
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が
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、
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職
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が

被
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れ

、

国

交
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術
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精
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力
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。
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に
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は
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さ
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、
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が
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、
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、
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と
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こ

と
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、
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役
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を
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く
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、
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体
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、
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範
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西
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９
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８
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岡
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０

年

近

く

経

ち

再

び

、

豊

岡

の

地

で

４

回

目

の

年

男

を

迎

え

る

の

も

何

か

の

縁
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（

私

は
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た

ま

た

ま

だ

と

思
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す

が

！

）

私
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、
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所

し

た

年
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年
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１

９

８

２

年

の
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９
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、
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後

、
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９
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日

本

の

労

働

界

も

大

き

な

返

還

を
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え

、

１

９

９

０

年

代

バ
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ル
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壊

後

日
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済

の

低

迷
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始

ま

り
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し

た

。

こ

の

間
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情

勢

の
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化

の

中

で

、

私

た

ち

労

働

者

か

ら

見

る

と

、

や

は

り

雇

用

形

態

が

正

規

雇

用

か

ら

非

正

規

雇

用

へ

転

換

さ

せ

ら

れ

た

こ

と

が

大

き

な

問

題

だ

っ

た

と

感

じ

ま

す

。

大

企

業

は

そ

ろ

っ

て

企

業

の

利

益

確

保

の

手

段

と

し

て

、

業

績

が

悪

く

な

れ

ば

リ

ス

ト

ラ

を

す

る

こ

と

が

当

然

の

よ

う

に

行

わ

れ

、

そ

の

結

果

、

失

業

者

が

増

え

、

ま

す

ま

す

不

景

気

と

な

り

ま

し

た

。そ

の

た

め

、

現

時

点

で

も

今

後

に

景

気

回

復

の

兆

し

が

一

向

に

見

え

ず

、

ま

す

ま

す

将

来

の

生

活

に

対

し

不

安

が

増

大

す

る

ば

か

り

で

す

。

こ

ん

な

、

暗

い

情

勢

ば

か

り

書

く

と

、

何

も

抱

負

が

出

来

て

き

ま

せ

ん

が

、

そ

う

い

う

時

だ

か

ら

こ

そ

、

今

の

自

分

に

何

が

出

来

る

の

か

を

見

つ

め

る

時

だ

と

も

感

じ

ま

す

。

と

り

あ

え

ず

の

抱

負

と

し

て

は

、

身

近

で

一

緒

に

働

い

て

い

る

仲

間

と

、

事

あ

る

毎

に

酒

で

も

酌

み

交

わ

し

な

が

ら

、

情

勢

を

語

り

合

い

た

い

と

思

い

ま

す

。今

後

と

も

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。
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村

佳

則

龍のごとく風雲を巻き起こし、龍のごとく風雲を巻き起こし、龍のごとく風雲を巻き起こし、龍のごとく風雲を巻き起こし、

今年こそ上昇気流に今年こそ上昇気流に今年こそ上昇気流に今年こそ上昇気流に

年男の抱負・決意】【
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